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6り だ 孝矢贅パ

/1、ほネ矢がヽ (口 κ学ボ:)に 7矢 めら4 し|>毛 ゝ軍国 主義
｀

い せ仏 毎 り

イt氏 パざ互日の仕方を宅会ネ見し

連帯実ため、、強 鵠ぃ 人ζ矩 機 ヽ

師場組)tりTゃ 利のすみち
ま■・ 7//な くれた。

1・アβ弓行`の五人なこ
耐たtlな カン)11

曰中脅争は、考す昌IL t幹曰るtれヽ晟がないしヽで1し た。
ヤロた1・ よろ虐會チ15テロィヤ為にお委tす ぇてゃろが l♪た宮げ
でヤ谷めたtの の、

`露

ザヽけば`金色¥↑ 争ι・ iよ 貞 tiま した_。

↓
丁乳ぞハ軍の七長でヽィT代ゎれ
すよい異常餞Jで ηく、でビに、

正矢角ヵ、、そ六竃止めろミとヵヽ■・さ

そして、口中単賞争余 十静ま)た 電 年 の lq ζ♂午

力ヽ 彿il f定 さ久た 。

〔五 、一 五 苺 イキ ャ
ユ ・ュ 大 幸 イ午の あ 奪 大 )

幣争lミ 共専籠物FTrや 労侮・ヵ、国冥
t毒葦気の承黒なしで野争のブtめ に

τ、も  とにでtれ いく ろべt寺
)ス 管 、

こ仏|ミ 堪ザき 一イ負国冥は 写
んヽ`気tス せ小生t後ヵ貝せ久1.

ポ フア沖 マiけ ,そ 数などの

性光拠胃ル〔上

↓
。(切 名 力|ゃ ⊂画7絆 )犠」

、多憾 りました。

生〕合のすバ`て■

イ費λろ

慮覚 ιtし 東される(国 Fイ敦用令)


